
ミツバチ科学 23(3).97-104

HoneybeeScience(2002)

ミツパテ生産物とその医薬品としての利用 -アピセラピー

S.Stangaciu

ミツバチの生産物はすべての文明で古 くから

利用され,高品質な食物 としてだけでなく,

様々な病気に対 しての天然の治療薬としても用

いられてきた. ミツ/ヾチ生産物の治療的な利用

法を "ミツバチ療法 (アピセラピー)"と呼ぶ.

アピセラピーとは何なのだろうか.

簡単に言えば,病気や不良な状態に対 して生

物 (人間,動物,植物)を予防,治癒,あるい

は回復させるためにミツバチ生産物を利用する

ことで,その語源を考えると,おのずから明解

になろう."Api-"はラテン語で ミツバチを指す

Apismellificaに由来し,"-therapy"はフラン

ス語の,様々な病気に対 して人間,動物を治療

する方法という意味の "therapie"に由来する.

アピセラピーとはミツバチやその生産物を使っ

て人や動物を治療することである.

アピセラピーで病気を予防するとは具体的に

どういうことか :

･あなたの体内に "健康の敵"になりうるもの

が潜入しないうちにそれを撃退できる.

･体内に "敬"が入っても,生体が本来持っ "抵

抗力"を刺激 して,病的な兆候 (熟,炎症,

痛みなど)の発現前に,それらを排除できる.

では,アピセラピーで回復するとは何か.回

復は人がある病気や不良な状態からもとの健康

状態に戻ることで,言いかえれば,少なくとも

体,心,精神が発病前のようにふたたび機能す

ることである."回復"という言葉は手術,精神

的外傷,あるいはインフルエンザを含む感染症

の病気後の経過にしばしば用いられる.

さらに "治癒する"という言葉は,ある病気

や兆候を完全になくすことを意味する."治療

する''とは誰かを治癒させようとする試みであ

り,治療に成功するか,否かは極めて多数の関

係要因に左右されるのである.

しかし今日,もっと大きな意味でのアピセラ

ピーを私たちは理解すべきである.アピセラピ

ーはもはや素朴な治療方法でなく,すでに別の

医学となった.私たちはそれを "ミツパテ医学"

という呼ぶことさえできよう.その根拠は何か.

･アピセラピーはすでに科学である;まだ多く

の "謎"が残っているにしても,確固とした

科学的な基礎を築いた.

･患者の治療にあたる時に自分が何をしている

のか正確に理解 していることが必要であり:

完壁に診断できて,治療薬を投与する最善の

方法を把握 しており,また正 しい投薬量を知

っていることを求められるほど,アピセラピ

ーはすでに科学なのである.

･アピセラピーは膨大な事例において再現性の

ある結果を提示できる科学である;例えばプ

ロポ リス を適 正 量 与 え れ ば ピロ リ菌

Helicobacterpyloriを必ず殺菌できるだろ

う.また蜂に刺されれば,蜂毒がアドレナリ

ンやコルチゾール分泌量を上昇させる.

･アピセラピーは "術"でもある.なぜなら私

たちの母なる大自然が与える精神,すなわ

ち;愛,友情,希望,理解,また絶望,憎し

み,虚栄心などに関係 しているからである.

･アピセラピーは芸術である.これを適切に利

用するためには真の芸術家であることが求め

られる.あなたの心に常に自然の美を宿 し

て,この真の宝物を兄弟姉妹と分かち合おう

とする心構えが必要である.

･誰かを癒すことは人生で最も美 しいことだと

いう意味でも,芸術といえよう.
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アピセラピーの歴史

人類がはじめて直接 ミツパテのコロニーと接

触 した日にアピセラピーの歴史が始まったと言

えるかもしれない.この最初の接触はきっと,

針に刺される痛いものであったに違いない.し

かし痛みのはかに,この初めての "患者"は自

分がそれまでよりも良く走れ,呼吸が楽にでき

て,そして体温が上昇 していることに気づいた

だろう.それでユーモアも含めて,一番始めに

刺された人がアピセラピー患者第 1号と言 う

ことができる.

やがて人間は他のミツバチ生産物,特に甘い

はちみつの味,苦い-チパンと甘くて渋くて酸

っぱい蜂の幼虫の味を兄いだした.人間がこれ

らのミツパテ生産物を消費し始め, ミツパテの

刺針をたびたび利用 しはじめたときに,本当の

アピセラピーの歴史は始まった.それが正確に

いっかと特定するのはなかなか難 しいが,私た

ちが考える以上に,その歴史は長いものである

"歴史''とは "時間"という要素に関係がある

ので,年代順にアピセラピーの歴史をひもとい

てみたい.まずは暗やみの時代から始めよう.

◆5000万年以上前に蜂類はすでに地球上に現

れていた.

◆12000年前に最初の ミツパテを描 く画家が

出現した.

`̀いろいろな病を治すことができるに貴重な

産物として,人類が当初から認識 していたので

あろう.ハチミツを採集する人の絵が,紀元前

1万年頃からヨーロッパの洞窟に描かれてい

る."(Jones,1997).

◆6000年前に,インドでは食物として-チミ

ツ,傷の治療用にプロポリスが用いられてい

た (Potschinkova,1996).

◆5000年前にアピセラピーの最初の "本"が

出版された.

"その薬用効果について書かれた最古の記録

は古代パレスチナ北部,サマリアの石版 (紀元

前二千年頃)にのこる処方隻で,それには皮膚

の感染と潰痕の治療に-チミツを使うと書かれ

ている"(Jones,1997),

◆4000年前,伝統的なェジブ ト医学で ミツパ

テ生産物,特にハチミツ,蜂ろう,プロポリ

ス (黒いろう)が広く利用された.

"その時代のパ ピルス文書を 19世紀半ばに

アメリカのE.Smith博士が入手 し,70年以上

後にJ.Breastedがその解読に成功 した.スミ

スパ ピルスとして知 られるこの文書は,4000

年以上前の内科,外科医学の驚くべき姿を伝え

ており,その中に48の症例研究が含まれた.

これらの一つに骨が露出した裂けている眉の傷

が記述されて,治療は以下のようである :

『今,なんじがそれを縫合した後,なんじは最

初の日に肉を縛らねばならぬ.もし傷の縫合が

緩んだことに気付いたなら,2つの傷の断片を

引き寄せよ.そして傷口は油と-チミツで毎El

回復するまで治療を続けねばならない.』

スミスパピルスでは他にも多くの処方につい

て触れている.たとえば傷と潰癌は乳香と-チ

ミツのなかに浸した麻布で治療し,またアニス

と-チミツ,エジプ トイチジクと乳香の混合物

は口内炎とのどの痛みの治療用うがい薬として

使うなどである.同じような処方が古代ギリシ

ャで 1000年後,中世イングランドで 1500年

後に行われていた"(Jones,1997).

◆紀元前 1550年に,プロポリス (黒いろう)

がェジブトのパピルス文書の中に現れている

(A§is,1989).そこで,プロポリスはファラ

オのミイラを作る秘密の過程で他の活性成分

と一緒に使われた,と記載されている.

◆紀元前 400年頃,医薬の父,ヒポクラテスは

蜂毒を用い,強力な治療薬であると考えた.

◆紀元前 200年に中国で絹布に書かれた "52

の処方篭"があり,その中の2つの処方は蜂

の子とハチミツの医薬的利用に関係があった.

◆2000年前,中国で神農本草経が書かれ,"-

チミツ,蜂ろう,蜂の子は最高級で無毒の薬

として分類され,病気の治療と健康管理の目

的のために常時もちいて良い"と記述されて

いる (Chen,1993).

ここで一気に現代に戻るが,その前にいくつ

かアピセラピー史の重要な出来事をたどってお

きたい.



◆ 1737年 にSamuelDaleは そ の 著 書 の

Pharmacologiaでハゲと利尿促進に "Apis"

を推薦した (Beck,1935).

◆1858年,ベルリンの卓越 した同種療法家C.

W.Wolf博士は｢ミツバチ ;あるいは治療薬

としての蜂毒｣を編集 した.

◆約 100年前,オーストリアのPhilipTerc博

士はその著書で,熟慮 した蜂針利用の有効性

を主張した.彼はとくに蜂針とリューマチの

あいだの特別な関係について報告 している.

◆1915年に日本養蜂協会の白岩敏伯氏は,蜂

針療法の利用と研究を始め,1939年には厚

生省認可の蜂療学校設立を手伝った.

◆1935年,B.Beck博士は記念碑的な本であ

る "BeeVenom Therapy"を書いた.蜂針

療法に関する書籍の中で最も優れた本の一つ

である.

◆1945年以後,旧ソ連諸国,ルーマニア,ブル

ガリア,ポーランド,中国,その他多数の国

で,全てのミツパテ生産物についての科学的

な研究が始まった (Apitherapyホームペー

ジ参照).Apimondia(世界養蜂者協会連合)

では,特に1965年以降にアピセラピー関連

の多くの優れた研究を支持し,出版を始めた.

◆1980年以後に韓国,台湾, 日本ではミツパ

テ生産物の多彩な研究を始めた.今日,日本

はプロポリスの,特にブラジル産プロポリス

研究の世界のリーダーである.

病気をどう治療するか多様な選択肢を持ちう

る今日,世界各Bilの何千という製薬会社は互い

に激 しく競い合い,この 20-30年に高品質の

7ピセラピーの調合を発見し,そこから多彩な

製品を製造している.巨大アピセラピー製品 リ

ス トから,自分が必要としているものをいかに

選ぶかを,私たちは考えるべきであろう.

自分の健康に対する最大の利益を最短の時間

で手に入れるために,最適の ミツパテの生産

物,調合剤をどのように選ぶか.まず始めに,

自分の病気,不調の原因が何かをよく知る必要

がある.健康のために必要なある物質や物質群

(ビタミン, アミノ酸, ミネラルなど)が失わ
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れ,不足しているなら,それらの物質をミツバ

チの生産物から得られないか,考えてみると良

いだろう.そこで我々は, ミツバチ生産物の組

成を知る必要がある.

ミツバチ生産物の成分

広範なミツバチ生産物の成分,性質などの文

献を探せるインターネットサイ トApitherapy

ReferenceDataBaseがある (http://www.

s°i.fi/-apither).ミツバチ生産物の生化学的な

成分は今日良く知られており, それらを衰 1-

4にまとめた.

表 4には含まれていないが,ローヤルゼリー

中の重要な物質として,10ヒドロキシデセン

酸 (10-HDA)がある.10-HDAの濃度はロー

ヤルゼリーの品質調査のための良い指標となっ

ている.生ローヤルゼリー中のHDAは乾物の

1.8%以上でなければならない.

ミツバチ生産物の特性

体内の器官やシステムが正常に働いてないこ

とに気づいたなら,私たちはミツパテ生産物の

特性に興味を持っかもしれない.例えば,ある

ウイルス (インフルエンザ,ヘルペス,HIV)に

侵されたとしたら,私たちはローヤルゼリー,

蜂毒やプロポリスの抗ウイルス特性に特に興味

をもつだろう.また仮に胃の粘膜に炎症がある

とするなら(胃炎),私たちは-チミツなどの抗

炎症作用に心惹かれるだろう.

日本を含む世界の何百という研究者の多大な

努力と貢献により, ミツパテ生産物の主な特性

に関する詳 しい説明を提供できるようになっ

た.これらの特性をまとめて表にすれば,それ

ぞれのミツバチ生産物ごとに膨大な症例が得ら

れるのだが,ここでは省略して (一部は表 5を

参照), ミツバチ生産物の主な性質をまとめる

と以下のようになる.

◆花粉は肝臓の機能を向上させ,心臓を強化す

る.神経系で必要とする全てのアミノ酸を供

給できる.

◆蜂毒は神経系や体全体の血行を改善 して,感

染個所の炎症を軽減する.蜂毒はまた副腎が
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分泌す るコルチゾールの 自然 な生産 を上昇 さ

せ, さらに多 くのエネルギーとスタ ミナを与

える.

◆ハチ ミツは体全体 に最良 のエネルギーを与え

る.消化管を洗浄 し,免疫機能をゆるやかに

促進 し,皮膚の創傷を治療 し, また緊張 しす

ぎた筋肉をほ ぐす ことがで きる.

◆プ ロポ リスは優れた免疫調整剤 と して世界中

によ く知 られている.胸腺の活性 を促進 し,

抗 ウイルス特性,抗炎症性,再生/新生特性,

抗毒性を持 っている. プロポ リスは身体の細

胞膜 を強 くし, フ リーラジカルに対 してよ く

戦う.

◆ローヤルゼ リーは細胞 の再生 を改善 し, 自己

免疫系の病気 と闘 う.寒冷気候 に対す る抵抗

性 を増 し,寿命を延ばす ことが証明 されて き

た. ローヤルゼ リーは母 なる自然の完望 な食

品であ り,5千万年 にわたる ミツバチの完壁

な進化の歴史を裏付 けて きた物質である.

すでにあなたの健康 に関す る問題が何である

かを正確 に知 っている場合 は, どの生産物が最

適か を知 りた くなるだ ろ う.30以上 の国 々で

数百名の医者,生化学者 や薬剤師が行 った臨床

における経験や研究報告 に基づ き,適応症の指

標 を表 5にまとめた.

表 1 花粉の成分*

アミノ酸類 必須アミノ酸 トリプ トファン,ロイシン, リジン,イソロイシン, トレオニン, ヒスチジン,

メチオニン,フェニルアラニン

その他の

アミノ酸

アルギニン,グリシン,チロシン,シスチン,アスパラギン酸, ヒドロキシプロ

リン,カルバ ミン酸,アラニン,バ リン,グルタミン酸,プロリン,セリン,シ

トルリン,アスパラギン,オルニチン,イソバ リン,グリシン

炭水化物規 ガムーペントース-セルロース,スポロニン (28%),スタ-チ (0-22%),ラフィ

ノースーリボース-デスオキンリボースなどの多糖類 全糖分は30-40%

脂質 脂肪酸頬 カプロン酸 (C-6),カプリル酸 (C-8),カプリン酸 (C-10),ラウリン酸 (C-12),

ミリスチン酸 (C-14),パル ミチン酸 (C-16),ステアリン酸 (C-18),アラキド

ン酸 (C-20),ベヘン酸 (C-22),パルミトル酸 (C-15),オレイン酸 (C-18),

リノレン酸 (C18,),brucic(C-22)

例 :マツの乾燥花粉では1.25-1.33%が脂肪酸,主要成分はリノレン酸,オレイン酸,ステアリン酸

脂肪酸は5.8%まで (上記参照).ヘキサデカノールは花粉重量の0.14%.アルファアミノ酪酸は

花粉の脂肪の中に存在.不けん化物は重量の2.6%を占める.

ビタミン類 プロビタミンA(5-9pg),ビタミンB1(チアミン)(9.2〟g),ビタミンB2(リボ

フラビン),ビタミンB3 (ナイアシン),ビタミンB5 (パ ントテン酸)(5-50〟g/
g),ビタミンB6 (ピリドキシン)(5〟g/g),ビタミンB】2 (シアノコバラミン),

ビタミンC(アスコルビン酸),ビタミンE(14pg/蛋),ビタミンH (ビオチン),

コリン,イノシトール,葉酸 (5FLg%),ルチン (16pg%), ビタミンPP.

酵素 ･補酵

素類

乳酸デヒドロゲナーゼ,コハク酸ゲヒドロゲナーゼ, シトクロム系,サッカラー

ゼ,フォスファクーゼ,アミラーゼ,ジアホラーゼ,カタラーゼ,ペクチナーゼ,

ジアスターゼ

注意 :コチマーゼは新鮮な花粉に0.5-1.0mg/g含まれており,イーストに含まれる塁に匹敵する.

無機塩頬 (花粉の灰分 カリウム (20-45%),リン (卜20%),カルシウム (卜15%),マグネシウム (1

の割合を%で -12%),秩 (i-12%),ケイ酸 (2-10%),マンガン (1.4%),硫黄 (1%),鍋

示した)微量 (0.05-0.08mg%),ナ トリウム,チタン,亜鉛,ヨウ素,塩素,ホウ素,水5'Dt,セ

元素 レンアル ミニウム,鍋,秩,マンガン,ニッケル,チタン,亜鉛,塩素,ケイ素

色素 キサントフィル (20-50FLg),α/Pカロチン (50-150FLg),クロロフィル

水分 新鮮な花粉に3-20%含まれている

*1日に花粉を35-40g摂取すれば人間のタンパク質要求量を満たすことができる
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表 2 -チ ミツの成分

水分 17-20%

糖類 79% フルク トース(38.2%), グルコース(31.28%),スクロ-ス(ショ糖)

(平均値) (1.31%),マル トースなど還元性二糖頬(7.31%),オ リゴ糖(1.50%)

有機酸 0.57% グルコン酸当量 グルコン酸,クエン酸, リンゴ酸, コ-ク酸,ギ酸,酢酸,酪酸,

乳酸, ビログルタミン酸,ア ミノ酸

フェノール酸頬 カフェ酸,フェルラ酸

タンパク質 0.26%

無機塩類 0.17% カリウム,ナ トリウム,カルシウム,マグネシウム,塩素,硫黄,

リン,ケイ素など

微量成分 2.21% 色素

香味,香気成分

糖アルコール

酵素

ビタミン

その他

カロチン,クロロフィル,クロロフィル誘導体,キサントフィル

テルペン,アルデヒド,アルコ-ル,エステルなど

マンニ トール,ズルシトール

インベルターゼ, ジアスターゼ,グルコースオキシダーゼ,カタラ

ーゼ,フォスファクーゼ

チア ミン (ビタ ミンB1),リボフラビン (ビタ ミンB2),ニコチン酸

(ビタミンB3),ピリドキシン(ビタミンB6),ビタミンK,葉酸 (ビ

タミンM), ビオチン (ビタミンH),

フラボノイ ド頬, タンニン,アセチルコリン

表 3 プロポリスの成分

樹脂および芳香油

ろ う

定 精 油TIT

55%

8-10%

7.5-35%

喜 脂花肪粉酸 ≡完
成 テルペン, タンニン, 4.40-19%

ミツパテの唾液腺分泌物,

偶発的に入った物質

フラボノイ ド,カルコン, ジヒドロカルコ

ン,脂肪酸とそのエステル頬,長鎖脂肪酸,

短鎖揮発油,短鎖揮発油のエステル,芳香

族酸とそのエステル,安息香酸と誘導体,

アルデヒド,アルコール,けい皮酸とその

誘導体,他の酸とその誘導体,ケ トン,フ

定 ユノール類 とヘテロ芳香族物質,

篤 テルペン,セスキテルペンアルコールとそ
成 の誘導体,テルペノイ ド,セスキテルペン

分 / トリテルペ ン炭化水素,脂肪族炭化水

素,ステロールとステロイ ド炭化水素,

糖類, ラク トン,ア ミノ酸頬,核酸の誘導

体, ビタミン, ミネラル,

α-ア ミラーゼ,β-ア ミラーゼ,嫌気性 トラ

ンスヒドロゲナーゼ,

H+供与性物質,その他

表 4 ローヤルゼ リーの成分
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〃

70

5

3

0

8
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%
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55

03

07

06

00

00

00

00

5

3

7

2

1

5

1

0

0

0

0

0

0

0

0

3

6

1
-
1

0.0006

0.0009

0.005

0.0003

0.01

0.0002

0.0015

0.01

%RDA/g+

0.25

0.036

0.076

3

5

5

2

0

1

辛*

3

5

6

5

3

2

5

4

5

0

4

5

*Nationa】Academy ofSciences 1989に基づ く

25-50歳の女性の RDA (1日に摂取すべき量)

**ビタミンA,C,D,E,Kは含まれているとする報

告がない (Graham 1992)
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表 5 7ピセラピーの指標

症状,疾病

(五十音順)

ハ
チ
毒

花
粉

蜂
パ
ン

蜂
児

(抽
出
液
)

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
-
ー

峰
ろ
う

プ

ロ
ポ
-
ス

甘
詣
･,,
∵

ハ
チ
-

ツ

1 アレルギー性鼻灸,枯草熱

2 胃炎

3 胃潰癌

4 胃腸病

5 咽喉炎,宿

6 咽頭炎

7 炎症

8 壊血病

9 外傷

10 回復期

11 脚気

12 カ リエス,う蝕

13 加齢による機能不全

14 肝硬変

15 感染症

16 肝臓疾患

17 乾燥皮膚

18 感冒

19 気管支炎

20 気管支鳴息

21 傷跡

22 寄生生物症

23 胸腺機能不全

24 唇の疾患

25 くる病素因

26 結核症

27 結腸炎,大腸炎

28 倦怠

29 口腔の疾患

30 喉頭炎

31 ⊂】内座欄

32 湿疹

33 歯肉炎

34 十二指腸潰癌

35 術後便秘症

36 硝酸塩中毒

37 小腸疾患

38 上部気道炎症

HayFever

StomachDiseases

GastricUlcer

GastrointestinalDiseases

SoreThroat

Pharyngitis

InflammatoryDISeaSeS

Scurvy

Wounds

Convalescence

Berlberi

Caries

AgeingMalfunct10nS

LiverCirrhosIS

InfectiousDiseases

LiverDiseases

DriedSkln

Flu

Bronchitis

BronchialAsthma

Scars

ParaslticDiseases

ThymuslnsufficlenCy

LipDiseases

Rachitism (Rickets)

Tuberculosis

ColitlS

Tiredness

MouthDiseases

Laryngitis

Canker

Eczema

Gingivitis

DuodenalUlcer

ConstipationafterOperations
llltOXjcatlOnWithNitrates

SmauIntestlneDISeaSeS

InflammatoryDISeaSeSOfthe
UpperResplratOryTract

○

◎

○

◎

○

◎

◎

△◎◎△〇
〇

〇

〇

◎

○

○

◎

○

○

◎

○

◎

○

◎

◎

△◎◎△△〇
〇

〇

◎

◎

○

◎

○

○

◎〇〇〇◎◎◎◎
○○◎

○

◎

〇

〇

〇

△○
◎

◎

○

◎

◎○○◎
○

◎

○

◎◎
◎◎◎◎◎
◎◎
◎○△◎○
◎◎◎
◎◎◎○◎◎○◎◎◎◎◎◎○

○

◎

〇 〇 〇

〇 〇 △ ○

○ ◎○

〇 〇 〇 〇◎〇 〇 〇

◎
○

◎◎
○

◎

○

◎

◎◎
◎◎○◎

◎〇
〇

〇

〇

〇

◎◎○
◎

○

○

◎

○

◎

○

〇 〇 〇◎
○◎◎

◎◎◎◎
○ ○ △ △

◎◎◎◎◎
○

△ △ 〇 〇

〇

〇



03

39 静脈癌

40 碍癒,床ずれ

41 食欲不振,無食欲

42 神経系疾患

43 神経衰弱

44 心血管系疾病

45 心臓疾患

46 腎臓疾患

47 降職疾患

48 睡眠障害

49 精力減退

50 せき

51 大腸疾患

52 月毒

53 胆避

54 中毒

55 治癒 しない創傷

56 動脈硬化症

57 乳房皮膚のただれ,痛み

58 肺疾患

59 抜歯後の傷

60 発熱

61 鼻炎

62 皮膚疾患

63 皮厨の しわ

64 貧血

65 副腎機能不全

66 不眠症

67 フル ンケ ル(癌)

68 ペ ラグラ

69 便秘

70 膜批疾患

71 眼周辺部の外傷

72 眼周辺部の細菌感染炎症

73 眼周辺部のやけど

74 眼水晶体前極部の細菌感染

症

75 眼の外傷

76 眼の火傷

77 免疫疾患

78 火傷,熱傷

79 リューマチ性疾患

VarlCOSeVeins

Bedsores

Anorexia

NervousSystem Diseases

Neurasthenia

HeartandBloodVesselDis-
eases

CardiacDiseases

KidneyDiseases

PancreasDiseases

SpleenDiseases

SexualAsthenia

Cough

LargelntestlneDiseases

Erysipelas

GallBladderDiseases

lntoxicatlOn

Wounds-HardlyHealing

Atherosclerosis

BreastSkinSores

LungDiseases

WoundsafterDentalExtrac-
tlOn

Fever

Rhlnltis

SkinDiseases

WrlnkledSkln

Anaemia

AdrenalGlandsInsufficiency

Insomnia

Furunculosis(Bolュs)

Pellagra

Constipation

UrinaryBladderDiseases

EyeAnnexesTraumas

EyeMicrobialInflammatory
AffectionsoftheAnnexes

EyeAnnexesBurns

EyeMicrobialinflammatory
AffectionsoftheFore-pole

EyeTraumas

EyeBurns

ImmuneDiseases

BurnsandScalds

RheumaticDiseases

◎

◎
◎

○

○

◎

◎◎◎

○

○

◎

◎

◎

◎

〇

〇

〇

◎

○

○

◎

○

◎

○

○

◎
△

〇

〇

〇

〇

◎

○

○

◎

○

○

◎

◎

○

◎

○

○

△◎◎◎◎◎
○○◎

○

△◎◎○
◎

〇

〇

〇

〇

〇

◎◎◎

〇

〇

〇

〇〇〇〇◎◎◎◎◎○◎◎◎◎◎

◎
〇

〇

〇

◎△△○
○

◎△○
○

◎

◎◎

◎

◎
◎
△

△◎
○

○
△

○

◎

△

◎○○
◎

○

◎◎○◎
〇

〇

〇

◎

〇

〇

〇

△ *(*)

〇 〇 〇 〇

○

△
◎◎◎
○

○

◎

◎

○

◎

○

◎

◎○○◎◎
◎○△◎○○◎

◎○○
◎

○

◎○△◎△○
○

◎◎◎◎
○

△

○◎◎◎○

○

◎
◎△

○

◎
◎△

△

○

○

△

○

◎

◎

○

△

○

◎

◎

〇

〇

〇

〇

〇

◎

○

○

◎○○
〇 〇 〇 ◎
〇 〇 〇 〇

〇 ◎◎◎
○ △ ◎

◎-病気や兆候に関連する治療において高効果,○-中位の効果,△-低効果
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7ピセラピーの現状を見ていただきたい.

250を超える人や動物の病気が, ミツバチの生

産物を十分な知恵を持って使用されたときに,

軽減または治癒さえもできるようになった.私

たちも知恵あるアピセラピー実行者となろうで

はないか.十分な知恵とはこの場合,私たちが

患者を一人一人みな独自の人間として考え,そ

れぞれの人に最適な摂取量 と最良の摂取方法を

選べる,ということである.

その意味で,東洋の伝統医学や城灸医学に関

連 した ミツバチ生産物の用い方が,アピセラピ

ーには最も良い方法ではないかと私は考えてい

る.

(著者の住所は下記参照)

(翻訳 笠原麗実 ･松香光夫)
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STEFANSTANGACIu Beeproductsandtheirme-

dicinaluses-A review.HoneybeeScience(2002)

23 (3):97-104,German Apitherapy Society,

Passau,Germany.

Thebeeproductshavebeenusedsincean-

cienttimesbyallhumancivilizations,notonly

as high quality food,butalso as natural

remediesagainstvarlOuSdlSeaSeS.

The therapeuticaluse ofbee productsis

called"Apitherapy".ApitherapylS,Simplysald,

theuseofbeeproductsto prevent,healor

recoveraliving being (man,animaloreven

plant)from oneormorediseases/conditions

Thepresentoffel'Ofapitherapicsishugeand
onemustknow how toselectthebestones

accordingtotheneeds.How shallweselecta

certainbeeproduct,apreparationoraproduct

in orderto getthemaximum ofprofitby

spendingminimum oftime?

Firstofallweneedtoknowverywellwhat

arethecausesofourdisease(S).Ifacertain

substance orgroup ofsubstances(vitamins,

amino-acids,mineralsetc.)lSmisslngOrarenot

enough forourhealth,thanweneedtoask

ourselvesifwecanfindthesesubstancesinone

orseveralbeeproducts.So,weneedtoknow

firstofall,ve】-ywell,theCompositionofour

beeproducts.

Anextensivescientifically bibliographyon

thecompositioll,Propertiesandindicationsof

beeproductscanbefoundintheApitherapy

ReferenceDataBaseatthisaddl~eSS http://

www.s°i.fi/-apither

Thebiochemicalcompositionofbeeproducts

isnowadaysverywellknown.

Inothercaseswemaybeinterestedlnthe

beeproductsproperties,whenweknowexactly

thatacertainfunctionofourinternalorgans

and/orsystemsal~enotWOrkingproperly.For

example,ifweareattackedbycertainviruses

(flu,herpesorHIV viruses)Wewillbehighly

interestedontheantivlralpropertiesofroyal

jelly,beevenom andpropollS.Ifwehavean

Inflamedgastricmucosa(a"gastrltlSH)Wewill

beforsureinterestedontheanti-inflammatory

propertleSOfhoneyetc.

Duetotheextraordinaryworkanddedication

ofhundredsofresearchersworldwide,including

from Japan,wearenow abletoofferyoua

detaileddescriptionofthemainpropertiesof

beeproducts.

ThereareOVer250humanandanimaldis-

easeswhichcanbealleviatedorevencured

whenthebeeproductsareusedwithenough

wisdom.Weconsidertheoriental,acupuncture

related approach the best way to use

therapeuticallythebeeproducts.

Keywords:apitherapydefinitionandhistory;

pollen,beevenom,honey,propolis,royaljelly;

beeproductscomposition,propertiesandindica-

tions




